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大
伴
家
持
の
歌
に
つ
い
て
二
、
三
小
野
寛
一　
ﾆ
持
へ
の
視
占
…
　
文
学
研
究
は
文
学
的
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
万
葉
歌
人
大
伴
家
持
の
文
学
と
し
て
の
研
究
は
、
家
持
固
有
の
文
学
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
歌
人
家
持
の
像
を
確
か
に
描
き
上
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
万
葉
集
と
い
う
巨
大
な
文
学
的
存
在
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
　
家
持
像
も
ま
た
巨
大
で
あ
る
。
私
達
は
そ
の
巨
大
な
家
持
像
の
諸
側
面
を
、
一
つ
一
つ
の
論
文
で
一
つ
一
つ
描
い
て
ゆ
こ
う
と
し
て
い
る
。
私
達
は
巨
象
を
撫
で
る
群
盲
の
一
人
一
人
で
い
い
の
だ
と
、
私
は
考
え
て
い
る
。
そ
の
脚
を
撫
で
て
丸
太
の
よ
う
な
も
の
だ
と
答
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
盤
糞
鯵
和
然
籠
劔
濫
協
磐
霧
鍛
鑑
離
↓
耀
敷
蘂
腿
艀
騰
膀
鵬
震
［
い
。　
私
達
の
こ
と
ば
や
行
為
は
し
ば
し
ば
行
き
過
ぎ
る
こ
と
が
あ
る
。
足
ら
ざ
る
は
ま
た
一
歩
ま
た
一
歩
進
め
て
ゆ
け
ば
よ
い
が
、
過
ぎ
た
る
は
手
の
施
し
よ
う
が
な
い
。
個
人
の
偏
っ
た
好
み
に
ま
か
せ
た
好
事
家
的
な
研
究
が
時
に
あ
る
。
世
は
こ
ぞ
っ
て
情
報
の
時
代
で
あ
る
。
ま
た
、
ゴ
シ
ッ
プ
の
時
代
で
あ
る
。
己
れ
ひ
と
り
興
味
を
持
つ
の
は
構
わ
な
い
。
し
か
し
己
れ
の
興
味
に
ま
か
せ
て
、
文
学
と
か
か
わ
ら
な
い
情
報
を
押
し
売
り
さ
れ
る
の
は
迷
惑
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
家
持
研
究
に
も
そ
れ
が
あ
る
。
　
五
味
智
英
先
生
が
夙
に
警
告
さ
れ
て
い
る
。
「
種
々
の
研
究
を
経
て
私
達
の
描
き
出
す
家
持
の
姿
は
、
真
に
作
家
家
持
を
現
は
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。
虚
像
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
と
い
ふ
事
を
研
究
者
は
た
ま
に
は
考
へ
て
見
る
が
い
い
。
そ
の
謙
遜
さ
が
あ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
）
て
は
じ
め
て
、
虚
像
が
可
能
な
限
り
近
く
実
像
に
向
つ
て
歩
み
出
す
で
あ
ら
う
」
と
。
巨
象
が
虚
像
に
な
ら
な
い
よ
う
、
常
に
謙
虚
に
己
れ
の
手
を
見
つ
め
、
己
れ
の
こ
と
ば
を
か
え
り
み
て
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
　
か
え
り
み
れ
ば
私
自
身
も
二
十
編
に
余
る
家
持
に
関
す
る
論
考
を
重
ね
て
来
た
。
家
持
の
全
体
像
を
概
観
し
た
こ
と
も
あ
る
し
、
家
持
の
出
生
年
を
こ
ま
か
に
論
じ
た
も
の
も
あ
り
、
家
持
歌
の
空
白
を
論
じ
た
も
の
も
あ
る
。
二
十
編
余
の
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
な
り
に
家
持
へ
の
視
点
を
示
し
て
い
る
。
小
論
は
、
私
が
い
ま
家
持
の
文
学
の
一
端
に
取
り
組
ん
で
、
ま
だ
答
え
き
れ
ず
に
い
る
と
こ
ろ
を
曝
露
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
家
持
へ
の
視
点
の
一
端
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
二
　
若
き
日
の
家
持
の
歌
の
中
か
ら
　
天
平
四
年
（
七
三
二
）
春
の
「
坂
上
家
の
大
嬢
に
贈
る
歌
」
（
巻
八
．
一
四
四
八
）
　
同
五
年
の
「
初
月
歌
」
（
巻
六
．
九
九
四
）
以
来
、
天
平
十
八
年
夏
の
越
中
赴
任
ま
で
の
十
五
年
間
に
、
大
伴
家
持
は
一
五
八
首
の
歌
を
万
葉
集
に
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
十
五
年
間
は
家
持
十
五
歳
か
ら
二
十
九
歳
ま
で
で
、
ま
さ
し
く
青
春
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
五
八
首
は
次
の
よ
う
に
万
葉
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同同同同同同同巻巻巻同巻
　　　　　　　八六四　三
讐
喩
歌
の
部
挽
歌
の
部
（
全
巻
相
聞
）
（
全
巻
雑
歌
）
春
雑
歌
の
部
春
相
聞
の
部
夏
雑
歌
の
部
夏
相
聞
の
部
秋
雑
歌
の
部
秋
相
聞
の
部
冬
雑
歌
の
部
冬
相
聞
の
部
巻
十
六
（
雑
歌
）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　一　一　　　　一　　　　　　　　　ノ＼　一
ニー一〇六四三四二九四八三
雑
歌
三
二
相
聞
一
九
2一
　
　
巻
十
七
（
雑
歌
）
　
　
　
　
一
一
　
雑
歌
五
十
四
首
、
相
聞
八
十
六
首
、
挽
歌
十
八
首
で
あ
る
。
こ
の
一
五
八
首
の
う
ち
作
歌
年
時
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
五
十
三
首
で
、
残
り
の
一
〇
五
首
に
つ
い
て
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
年
時
明
記
　
年
時
不
記
　
　
　
計
　
　
雑
歌
　
　
三
〇
　
　
　
二
四
　
　
　
五
四
　
　
相
聞
　
　
　
五
　
　
　
八
一
　
　
　
八
六
　
　
挽
歌
　
　
一
八
　
　
　
〇
　
　
　
一
八
　
雑
歌
の
う
ち
年
時
不
明
の
二
十
四
首
は
す
べ
て
巻
八
所
収
の
四
季
の
雑
歌
で
、
自
然
詠
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
歌
年
時
不
明
の
自
然
詠
が
ど
の
よ
う
な
場
で
ど
の
よ
う
な
時
に
歌
わ
れ
た
も
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
い
な
が
ら
一
つ
の
考
え
を
「
独
詠
述
懐
ー
家
持
の
自
然
詠
－
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
五
三
巻
五
号
）
に
発
表
し
た
。
　
相
聞
八
十
六
首
は
家
持
の
青
春
時
代
の
主
流
を
な
す
作
品
で
あ
る
。
こ
の
家
持
の
相
聞
歌
は
、
年
時
の
明
ら
か
な
の
は
巻
八
秋
相
聞
の
部
に
あ
る
五
首
に
過
ぎ
な
い
。
天
平
十
一
年
八
月
、
坂
上
郎
女
の
竹
田
庄
を
た
ず
ね
た
時
の
郎
女
に
贈
っ
た
歌
一
首
（
一
六
一
九
）
と
、
同
年
九
月
の
坂
上
郎
女
の
娘
坂
上
大
嬢
と
の
贈
答
二
首
（
一
六
二
五
、
六
）
と
、
十
二
年
六
月
に
坂
上
大
嬢
に
贈
っ
た
歌
二
首
（
一
六
二
七
、
八
）
の
み
で
、
家
持
の
相
聞
歌
は
ほ
と
ん
ど
年
時
不
明
だ
と
い
っ
て
い
い
。
　
家
持
の
こ
の
青
春
時
代
の
相
闘
歌
八
十
六
首
は
ど
う
し
て
こ
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
中
に
は
人
目
を
は
ば
か
る
ひ
そ
か
な
恋
を
語
る
歌
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ど
の
よ
う
に
し
て
歌
わ
れ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
記
録
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
こ
に
伝
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
私
達
は
そ
れ
が
知
り
た
い
。
　
そ
の
相
聞
歌
八
十
六
首
の
贈
り
先
の
相
手
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
大
伴
坂
上
大
嬢
　
　
　
四
五
　
　
大
伴
坂
上
郎
女
　
　
　
　
一
　
　
紀
女
郎
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
　
笠
女
郎
　
　
　
　
　
　
　
二
3
安
倍
女
郎
藤
原
久
須
麻
呂
「
娘
子
」
「
童
女
」
「
尼
」
、
「
交
遊
、
と
別
る
る
歌
」
不
記
　
一
五一
四
　
一
　
一
三三
　
右
の
最
後
の
「
不
記
」
と
は
、
題
詞
に
「
大
伴
宿
禰
家
持
歌
」
と
し
か
記
さ
な
い
も
の
で
あ
る
。
　
相
聞
の
歌
は
互
い
に
思
い
を
伝
え
合
い
、
安
否
を
尋
ね
合
う
歌
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
思
う
相
手
、
恋
い
慕
う
相
手
、
安
否
を
問
う
相
手
轄
鷲
馨
讐
醜
懸
嚢
計
驕
齢
叢
遜
慧
難
麗
越
る
鞍
樋
藏
輪
∵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
る
。　
こ
れ
は
い
わ
ば
宛
名
の
な
い
恋
文
で
あ
る
。
「
娘
子
に
贈
る
歌
」
も
「
童
女
に
贈
る
歌
」
も
相
手
の
名
は
わ
か
ら
な
い
。
相
手
の
名
は
確
か
め
ら
れ
な
い
が
、
贈
っ
た
歌
（
実
際
に
贈
っ
た
か
ど
う
か
は
今
は
問
わ
な
い
）
で
あ
る
こ
と
は
明
記
さ
れ
て
い
る
。
　
「
宛
名
の
な
い
恋
文
」
は
、
こ
れ
ら
と
は
違
う
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
家
持
の
「
宛
名
の
な
い
恋
文
」
は
三
通
で
あ
る
。
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
ω
巻
三
讐
喩
歌
の
部
に
　
　
　
　
　
大
伴
宿
禰
家
持
歌
一
首
　
　
　
あ
し
ひ
き
の
石
根
こ
ご
し
み
菅
の
根
を
引
か
ば
難
み
と
標
の
み
そ
結
ふ
（
巻
三
・
四
一
四
）
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
②
巻
四
（
全
巻
相
聞
）
に
　
　
　
　
大
伴
宿
禰
家
持
歌
「
首
　
　
　
か
く
ば
か
り
恋
ひ
つ
っ
あ
ら
ず
は
石
木
に
も
な
ら
ま
し
も
の
を
物
思
は
ず
し
て
（
巻
四
・
七
二
二
）
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
③
巻
八
冬
相
聞
の
部
に
　
　
　
　
　
大
伴
宿
禰
家
持
歌
一
首
　
　
　
沫
雪
の
庭
に
降
り
し
き
寒
き
夜
を
手
枕
ま
か
ず
ひ
と
り
か
も
寝
む
（
巻
八
・
一
六
六
三
）
　
巻
三
の
警
喩
歌
の
部
は
紀
皇
女
の
一
首
か
ら
ω
の
家
持
の
一
首
ま
で
短
歌
二
十
五
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ω
は
こ
の
部
の
末
尾
に
あ
る
。
ま
た
⑧
は
、
巻
八
の
冬
相
聞
の
部
九
首
の
末
尾
に
あ
る
。
　
い
ず
れ
も
巻
末
に
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
宛
名
の
な
い
恋
文
」
に
共
通
す
る
何
ら
か
の
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
巻
三
讐
喩
歌
の
部
に
は
家
持
の
歌
が
他
に
二
首
あ
り
、
そ
の
こ
首
は
共
に
「
坂
上
家
之
大
嬢
」
に
贈
る
歌
で
、
二
首
別
々
に
収
載
さ
れ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
2
）
が
、
家
持
の
青
春
時
代
の
初
期
の
作
で
あ
り
、
「
大
伴
宿
禰
家
持
歌
」
は
巻
末
に
あ
っ
て
そ
の
二
首
と
は
ま
た
別
の
世
界
の
歌
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
　
作
者
名
の
み
を
記
す
と
題
詞
の
歌
は
、
家
持
以
外
は
こ
の
部
に
他
に
も
あ
る
。
二
十
五
首
の
配
列
の
中
で
そ
れ
ら
だ
け
上
へ
は
ず
し
て
、
そ
の
題
詞
を
配
列
通
り
に
並
べ
て
み
よ
う
。
作
者
名
の
み
を
記
す
も
の
を
A
と
し
、
作
者
名
の
ほ
か
に
何
ら
か
の
情
報
を
記
す
も
の
を
B
と
す
る
。
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
　
　
謝
紀
皇
女
御
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謝
造
筑
紫
観
世
音
寺
別
当
沙
弥
満
誓
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴
大
宰
大
監
大
伴
宿
禰
百
代
梅
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴
満
誓
沙
弥
月
歌
　
　
謝
余
明
軍
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
踊
蹴
蹴
笠
女
郎
贈
大
伴
宿
禰
家
持
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴
謝
藤
原
朝
臣
八
束
梅
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姻
大
伴
宿
禰
駿
河
麻
呂
梅
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
娼
大
伴
坂
上
郎
女
宴
親
族
之
日
吟
歌
5
魏
大
伴
宿
禰
駿
河
麻
呂
即
和
歌
蝿
大
伴
宿
禰
家
持
贈
同
坂
上
家
之
大
嬢
歌
姻
娘
子
報
佐
伯
宿
禰
赤
麻
呂
贈
歌
獅
佐
伯
宿
禰
赤
麻
呂
更
贈
歌
描
娘
子
復
報
歌
姐
大
伴
宿
禰
駿
河
麻
呂
嬉
同
坂
上
家
之
二
嬢
歌
娚
大
伴
宿
禰
家
持
贈
同
坂
上
家
之
大
嬢
歌
輔
大
伴
宿
禰
駿
河
麻
呂
歌
姻
姐
大
伴
坂
上
郎
女
橘
歌
（
和
歌
）
覗
市
原
王
歌
鵬
大
網
公
人
主
宴
吟
歌
塁
大
伴
宿
肇
持
歌
6
　
中
西
進
氏
が
、
こ
の
必
然
性
の
な
い
題
詞
の
相
違
の
理
由
を
、
各
歌
の
原
資
料
の
相
違
に
基
づ
く
も
の
だ
と
考
え
て
、
各
巻
の
形
成
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
3
）
を
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
右
の
A
と
B
と
の
題
詞
の
相
違
に
は
や
は
り
必
然
性
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
よ
う
に
違
う
と
い
う
こ
と
は
、
原
資
料
の
相
違
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
資
料
で
あ
っ
た
か
は
、
ま
だ
今
後
の
問
題
で
あ
る
が
。
　
右
の
B
が
数
か
ら
い
っ
て
も
こ
の
部
の
主
流
を
な
す
の
で
あ
ろ
う
。
B
に
A
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
て
み
よ
う
Q
「
紀
皇
女
歌
」
は
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
4
）
の
部
で
最
も
古
い
歌
で
あ
り
、
巻
頭
歌
と
し
て
据
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
余
明
軍
は
大
納
言
大
伴
旅
入
の
資
人
で
あ
り
、
旅
人
の
死
に
哀
切
な
る
挽
歌
を
捧
げ
て
い
る
。
大
宰
府
よ
り
旅
人
が
上
京
し
て
後
、
そ
の
死
ま
で
仕
え
た
と
思
わ
れ
る
。
「
余
明
軍
歌
」
を
挿
入
す
る
な
ら
ば
、
大
宰
府
関
係
歌
の
後
、
天
平
五
年
以
後
と
推
察
さ
れ
る
笠
女
郎
の
家
持
へ
の
贈
歌
の
前
以
外
に
な
い
。
　
大
伴
駿
河
麻
呂
は
こ
の
巻
に
多
く
出
て
い
る
が
、
作
歌
事
情
も
わ
か
ら
な
い
「
大
伴
宿
禰
駿
河
麻
呂
歌
」
は
、
駿
河
麻
呂
関
係
歌
群
の
最
後
尾
に
添
え
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
「
市
原
王
歌
」
を
大
網
公
人
主
の
宴
歌
の
前
に
挿
入
す
る
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
大
網
公
人
主
は
集
中
こ
の
一
首
の
み
の
作
者
で
、
伝
未
詳
、
こ
の
位
置
の
確
認
は
で
き
な
い
。
　
「
大
伴
宿
禰
家
持
歌
」
は
駿
河
麻
呂
歌
と
同
様
の
扱
い
を
す
れ
ば
い
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
家
持
歌
の
ま
と
ま
っ
た
場
所
は
な
い
の
で
、
最
後
尾
に
置
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
家
持
歌
が
A
の
原
資
料
に
お
い
て
も
、
「
市
原
王
歌
」
よ
り
後
に
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。　
巻
八
冬
相
聞
の
部
で
も
「
大
伴
宿
禰
家
持
歌
」
が
末
尾
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
原
資
料
に
お
い
て
も
最
後
尾
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
「
宛
名
の
な
い
恋
文
」
に
対
す
る
家
持
な
り
、
巻
三
、
巻
八
の
編
纂
者
な
り
の
判
断
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
年
代
順
配
列
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
最
後
尾
に
来
る
必
然
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
　
②
の
巻
四
に
お
け
る
位
置
は
、
い
わ
ゆ
る
娘
子
相
聞
歌
群
の
直
後
で
、
坂
上
大
嬢
と
の
相
聞
往
来
復
活
の
前
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
こ
で
家
持
の
青
春
時
代
前
期
が
幕
を
閉
じ
る
の
で
あ
る
。
家
持
の
恋
の
放
浪
期
が
終
る
の
で
あ
る
。
坂
上
大
嬢
と
の
相
聞
往
来
復
活
の
あ
と
は
、
家
持
は
傍
目
も
ふ
ら
ず
大
嬢
と
の
結
婚
へ
向
っ
て
行
っ
た
と
言
え
よ
う
。
家
持
の
恋
は
終
っ
た
の
で
あ
る
。
巻
四
の
後
半
を
家
持
青
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聴
謹
難
餐
醜
ボ
縫
罎
瑠
置
は
巻
四
の
；
の
切
れ
目
と
も
言
9
え
乾
巻
四
に
お
い
て
も
．
大
伴
宿
禰
家
持
歌
、
一
　
巻
四
の
題
詞
書
式
に
つ
い
て
、
中
西
進
氏
は
三
類
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
万
葉
集
に
先
立
つ
別
資
料
と
認
め
て
い
る
が
、
そ
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
5
）
つ
、
作
者
名
の
み
を
記
す
も
の
（
A
）
が
、
七
二
二
、
つ
ま
り
家
持
歌
②
で
終
る
こ
と
を
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
。
中
西
氏
は
、
こ
れ
ら
作
者
名
の
み
を
記
す
題
詞
の
歌
は
他
の
家
持
歌
と
別
資
料
で
、
そ
れ
は
各
巻
共
通
し
て
坂
上
郎
女
の
伝
承
し
た
資
料
だ
と
言
う
。
　
ω
の
巻
三
讐
喩
歌
の
部
と
、
②
の
巻
四
と
、
③
の
巻
八
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
私
は
、
巻
八
と
巻
四
と
が
同
一
資
料
か
ら
分
離
編
纂
さ
れ
た
と
い
う
説
は
動
か
し
難
い
と
し
、
巻
三
讐
喩
歌
の
部
は
巻
四
と
直
接
結
び
つ
き
、
従
っ
て
巻
四
を
介
し
て
巻
八
と
も
結
び
つ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
6
）
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
　
巻
三
、
四
、
八
が
原
資
料
は
一
つ
だ
と
し
た
ら
、
こ
の
三
つ
の
巻
に
一
首
ず
つ
散
在
す
る
「
宛
名
の
な
い
恋
文
」
三
通
は
、
も
と
は
一
つ
の
資
料
に
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
他
の
家
持
歌
と
は
全
く
別
の
資
料
で
あ
っ
た
。
渡
瀬
昌
忠
氏
は
そ
の
資
料
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
7
）
「
大
伴
宿
禰
家
持
歌
集
」
と
し
て
想
定
す
る
。
　
恋
文
が
そ
の
相
手
も
記
さ
ず
に
記
録
さ
れ
た
。
相
聞
歌
を
た
だ
作
者
名
の
み
記
録
し
て
、
ど
ん
な
相
手
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
場
で
作
ら
れ
た
か
に
関
心
を
示
さ
な
い
記
録
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
特
異
な
記
録
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
記
録
に
は
巻
末
に
家
持
歌
が
三
首
あ
る
の
み
で
、
他
に
は
家
持
の
歌
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
記
録
が
家
持
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。　
こ
の
「
宛
名
の
な
い
恋
文
」
三
通
は
何
だ
ろ
う
。
ω
に
つ
い
て
武
田
祐
吉
『
全
註
釈
』
は
、
　
　
い
か
な
る
事
情
の
も
と
に
詠
ま
れ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
あ
る
女
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
て
、
困
難
な
事
情
が
あ
り
、
わ
が
も
の
と
　
　
定
め
て
お
く
だ
け
に
留
め
る
意
味
に
歌
っ
て
い
る
。
や
や
複
雑
な
内
容
を
、
よ
く
讐
喩
を
も
っ
て
描
い
て
い
る
。
と
評
し
て
い
る
。
土
屋
文
明
『
私
注
』
に
は
、
　
　
山
菅
を
引
い
て
我
が
も
の
と
し
た
い
が
、
岩
が
堅
い
の
で
引
け
な
い
か
も
知
れ
な
い
と
い
ふ
の
は
、
困
難
な
事
情
の
あ
る
恋
愛
を
い
　
　
つ
て
居
る
と
見
え
る
が
、
全
体
の
調
子
は
の
ん
き
で
、
寧
ろ
遊
戯
的
作
歌
の
如
く
感
ぜ
ら
れ
る
。
と
あ
り
、
沢
潟
久
孝
博
士
は
こ
れ
に
同
感
だ
と
『
注
釈
』
に
あ
る
。
　
②
は
頭
か
ら
尻
尾
ま
で
類
型
の
あ
る
歌
だ
が
、
佐
佐
木
信
綱
『
評
釈
』
に
「
物
思
は
ぬ
も
の
の
讐
喩
に
石
木
を
も
つ
て
来
た
の
は
、
珈
か
作
者
の
は
た
ら
き
と
い
つ
て
よ
い
」
と
あ
る
通
り
で
あ
る
。
窪
田
空
穂
『
評
釈
』
は
「
一
般
的
な
言
い
方
」
だ
と
し
、
「
凡
作
で
あ
る
」
と
評
し
て
い
る
。
『
全
註
釈
』
は
、
　
　
類
型
的
な
歌
で
あ
り
、
思
想
も
憶
良
の
作
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
型
に
よ
っ
て
作
っ
た
歌
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
と
評
し
、
『
私
注
』
は
「
多
分
題
詠
で
あ
ら
う
」
と
臆
測
し
て
い
る
。
類
歌
・
類
旬
の
多
い
家
持
で
も
、
こ
れ
ほ
ど
類
型
を
そ
の
ま
ま
な
ぞ
っ
た
作
品
も
珍
し
い
。
そ
れ
だ
け
に
恋
の
苦
し
み
の
真
剣
味
は
な
い
。
　
③
に
つ
い
て
、
窪
田
『
評
釈
』
は
、
　
　
類
歌
の
多
い
も
の
で
あ
る
。
正
直
に
、
素
直
に
詠
ん
で
い
る
の
で
、
お
の
ず
か
ら
に
気
分
の
伴
っ
た
も
の
と
な
り
、
人
を
頷
か
せ
る
　
　
に
足
り
る
作
と
な
っ
て
い
る
。
と
評
し
て
い
る
が
、
佐
佐
木
『
評
釈
』
は
「
や
や
平
板
に
近
い
感
も
な
い
で
は
な
い
」
と
言
い
、
　
『
私
注
』
は
こ
れ
も
「
題
詠
の
域
を
出
な
い
も
の
」
と
言
う
。
8
　
家
持
の
青
春
時
代
の
前
期
の
終
り
天
平
十
年
の
頃
に
、
「
宛
名
の
な
い
恋
文
」
は
一
体
ど
ん
な
真
実
を
秘
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
の
三
首
の
恋
歌
が
ど
う
し
て
「
宛
名
」
を
失
っ
て
別
種
の
資
料
に
舅
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
三
　
安
積
皇
子
挽
歌
の
意
味
す
る
も
の
　
家
持
は
そ
の
青
春
時
代
の
も
の
と
し
て
、
挽
歌
を
十
八
首
残
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
二
度
の
も
の
で
、
一
つ
は
天
平
十
一
年
六
、
七
月
の
亡
妾
を
悲
傷
、
悲
嘆
し
た
も
の
、
も
う
一
つ
は
天
平
十
⊥
ハ
年
二
、
三
月
の
安
積
皇
子
挽
歌
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
二
つ
の
家
持
の
挽
歌
以
外
に
、
天
平
十
年
以
後
十
六
年
ま
で
に
挽
歌
の
記
載
は
な
く
、
た
だ
十
六
年
七
月
二
十
日
作
と
記
す
名
も
知
ら
ぬ
高
橋
某
の
亡
妻
悲
傷
歌
を
添
え
る
の
み
で
あ
る
。
　
家
持
の
亡
妾
悲
傷
歌
群
は
、
青
木
生
子
氏
・
伊
藤
博
氏
に
よ
っ
て
、
入
麻
呂
の
泣
血
哀
働
歌
を
先
躍
と
し
、
憶
良
の
日
本
挽
歌
、
旅
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
8
）
の
亡
妻
挽
歌
群
と
継
が
れ
て
来
た
「
亡
妻
挽
歌
」
の
系
譜
の
流
れ
を
う
け
て
意
識
的
に
作
ら
れ
た
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
拙
稿
「
大
伴
家
持
亡
妻
悲
傷
歌
」
（
『
万
葉
集
を
学
ぶ
』
第
三
集
）
は
そ
れ
ら
諸
先
学
の
論
を
う
け
て
、
　
そ
の
亡
妻
挽
歌
の
系
譜
の
延
長
線
上
に
自
己
の
作
品
を
置
く
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
そ
の
挽
歌
の
創
作
を
意
識
し
た
の
は
、
天
平
十
「
年
六
月
に
妻
を
失
っ
た
そ
の
時
で
は
な
く
、
月
改
ま
っ
た
七
月
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
　
安
積
皇
子
挽
歌
は
　
　
十
六
年
甲
申
春
二
月
安
積
皇
子
莞
之
時
内
舎
人
大
伴
宿
禰
家
持
作
歌
六
首
と
題
さ
れ
、
「
右
三
首
二
月
三
日
作
歌
」
の
左
注
を
持
つ
長
歌
一
首
反
歌
二
首
（
巻
三
．
四
七
五
～
四
七
七
）
と
、
「
右
三
首
三
月
廿
四
日
作
歌
」
の
左
注
を
持
つ
同
じ
く
長
歌
一
首
反
歌
二
首
（
同
．
四
七
八
～
四
八
〇
）
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。
　
長
歌
の
冒
頭
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
こ
と
　
　
か
け
ま
く
も
　
あ
や
に
恐
し
　
言
は
ま
く
も
　
ゆ
ゆ
し
き
か
も
　
わ
が
大
君
　
御
子
の
命
…
…
と
荘
重
に
歌
い
出
さ
れ
る
第
一
挽
歌
、
同
じ
よ
う
に
、
　
　
か
け
ま
く
も
　
あ
や
に
恐
し
　
わ
が
大
君
　
皇
子
の
命
…
…
と
、
や
や
省
略
さ
れ
た
歌
い
出
し
の
第
二
挽
歌
と
も
に
、
人
麻
呂
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
宮
廷
挽
歌
を
思
わ
せ
る
。
六
首
全
体
に
わ
9
た
っ
て
、
各
句
の
こ
と
ご
と
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
先
人
の
詞
句
に
よ
っ
て
お
り
、
中
で
も
日
並
皇
子
濱
宮
挽
歌
や
高
市
皇
子
殖
宮
挽
歌
な
ど
人
麻
呂
の
宮
廷
挽
歌
に
歌
っ
た
詞
句
の
模
倣
ぶ
り
は
甚
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
9
）
　
青
木
生
子
氏
は
旬
毎
に
先
行
の
類
句
・
類
歌
を
刻
明
に
調
査
し
て
表
示
さ
れ
、
こ
れ
を
宮
廷
挽
歌
と
と
ら
え
、
家
持
が
万
葉
末
期
に
宮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
0
）
廷
挽
歌
を
歌
っ
た
意
味
を
考
察
さ
れ
た
。
　
そ
の
歌
わ
れ
た
場
は
、
窪
田
空
穂
・
山
本
健
吉
氏
が
「
残
宮
」
の
場
を
想
像
す
る
の
に
対
し
て
、
青
木
氏
は
安
積
皇
子
に
積
宮
は
考
え
ら
れ
な
い
と
否
定
し
、
第
一
挽
歌
は
伊
藤
博
氏
の
説
に
よ
る
「
三
七
日
に
行
わ
れ
た
供
養
の
場
」
に
献
じ
ら
れ
た
「
公
的
な
歌
」
で
あ
っ
た
と
見
る
が
、
そ
の
「
公
的
」
と
は
「
聖
武
の
意
図
を
含
ん
で
歌
わ
れ
た
も
の
で
も
な
く
、
奏
上
の
晴
れ
が
ま
し
さ
を
も
っ
た
も
の
と
も
思
わ
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
は
皇
子
の
遺
族
、
県
犬
養
広
刀
自
た
ち
に
捧
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
挽
歌
は
さ
ら
に
内
輪
の
皇
子
の
邸
宅
あ
た
り
で
行
わ
れ
た
追
善
供
養
の
席
で
発
表
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
　
青
木
氏
に
少
し
遅
れ
て
身
崎
寿
氏
は
主
と
し
て
そ
の
詠
作
の
場
を
、
や
は
り
こ
の
歌
を
「
宮
廷
挽
歌
の
う
ち
、
も
っ
と
も
新
し
い
も
　
　
　
　
（
注
1
1
）
の
」
と
と
ら
え
て
、
第
一
挽
歌
は
、
「
三
七
日
」
の
忌
日
に
あ
た
り
、
恭
仁
京
で
斎
会
が
修
さ
れ
、
家
持
は
内
舎
人
と
し
て
聖
武
の
勅
命
な
い
し
は
官
命
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
、
挽
歌
の
奉
呈
を
な
し
た
も
の
だ
と
言
う
。
橘
諸
兄
の
推
挙
な
ど
も
あ
っ
て
皇
子
の
死
を
悼
む
挽
歌
の
制
作
・
奉
呈
と
い
う
大
役
が
家
持
に
与
え
ら
れ
た
の
だ
と
言
う
。
こ
れ
は
第
一
級
の
公
的
な
場
で
あ
る
。
第
二
挽
歌
は
、
恭
仁
京
の
故
地
で
催
さ
れ
た
皇
子
を
偲
ぶ
私
的
な
集
い
で
歌
わ
れ
、
皇
子
の
生
前
を
偲
ぶ
共
通
の
体
験
を
持
つ
藤
原
八
束
・
市
原
王
・
家
持
ら
の
「
内
わ
」
の
集
団
の
中
で
享
受
さ
れ
た
も
の
だ
と
言
う
。
　
第
一
挽
歌
が
公
的
な
歌
で
第
二
挽
歌
が
よ
り
私
的
な
歌
で
あ
る
こ
と
は
、
青
木
氏
・
身
崎
氏
と
も
に
同
じ
判
断
で
あ
る
が
、
そ
の
場
に
つ
い
て
は
全
く
重
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
　
青
木
氏
が
「
家
持
の
こ
の
宮
廷
挽
歌
の
実
体
は
何
で
あ
る
の
か
。
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
場
で
発
表
さ
れ
、
ど
う
い
う
意
義
を
も
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
2
）
つ
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
」
と
発
問
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
挽
歌
が
ど
う
い
う
場
で
歌
わ
れ
た
か
と
い
う
問
は
、
こ
の
挽
歌
の
意
味
、
こ
の
挽
歌
の
実
体
を
考
え
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
　
窪
田
空
穂
『
評
釈
』
に
、
第
｝
長
歌
に
つ
い
て
「
安
積
皇
子
の
莞
去
、
そ
の
葬
儀
の
事
の
終
わ
っ
た
後
に
、
家
持
は
難
波
の
宮
に
あ
っ
て
そ
の
顛
末
を
聞
き
、
悲
し
ん
で
作
っ
た
形
の
も
の
で
、
皇
子
に
対
し
て
の
挽
歌
で
は
あ
る
が
、
枢
の
前
で
読
ん
だ
も
の
で
は
な
く
、
個
10
人
と
し
て
作
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
あ
る
。
そ
の
判
断
の
理
由
は
確
か
で
な
い
が
、
そ
の
表
現
に
家
持
の
個
人
的
な
忠
誠
心
の
現
わ
れ
を
見
る
か
ら
ら
し
い
。
第
二
長
歌
に
つ
い
て
は
「
こ
の
長
歌
は
、
皇
子
の
宮
で
あ
る
久
遍
の
宮
に
参
り
、
積
宮
に
侍
す
る
こ
と
も
し
た
際
に
作
っ
た
も
の
で
、
悲
し
み
の
心
を
蓋
く
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
3
）
　
北
山
茂
夫
氏
は
、
こ
の
二
篇
の
挽
歌
は
ど
ち
ら
も
「
親
王
の
遺
族
に
捧
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
「
八
束
を
は
じ
め
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
人
々
に
も
提
示
し
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
氏
は
家
持
を
親
王
の
舎
入
と
す
る
説
は
疑
わ
し
い
と
し
、
第
一
挽
歌
に
つ
い
て
「
家
持
は
天
皇
に
供
奉
し
て
難
波
に
ゆ
き
、
そ
こ
に
滞
留
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
親
王
の
計
に
接
し
て
、
か
れ
が
恭
仁
京
に
赴
き
え
た
か
ど
う
か
も
す
こ
ぶ
る
疑
問
で
あ
る
」
と
言
い
、
第
二
挽
歌
に
つ
い
て
は
、
二
月
二
十
四
日
か
ら
聖
武
天
皇
は
紫
香
楽
宮
に
行
幸
し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
、
家
持
が
「
内
舎
人
と
し
て
紫
香
楽
行
幸
に
従
駕
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
間
に
、
亡
き
安
積
親
王
の
あ
と
を
慕
っ
て
紫
香
楽
か
ら
恭
仁
に
赴
く
こ
と
が
あ
り
え
よ
う
」
と
言
い
、
「
第
二
作
は
、
そ
の
故
地
に
臨
ん
で
の
あ
ら
た
な
感
慨
を
こ
め
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
想
像
し
て
い
る
。
　
山
本
健
吉
氏
は
、
安
積
皇
子
の
葬
事
に
家
持
も
た
ず
さ
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
量
す
る
や
、
た
ち
ま
ち
「
す
る
と
こ
れ
は
難
波
に
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
4
）
て
個
人
と
し
て
作
っ
た
も
の
（
窪
田
空
穂
説
）
で
は
な
く
、
恭
仁
京
で
公
に
作
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
断
じ
て
い
る
。
「
臼
並
皇
子
尊
の
積
宮
の
時
に
お
け
る
人
麻
呂
の
よ
う
に
、
家
持
も
積
宮
で
資
人
た
ち
が
奉
仕
す
る
合
唱
の
台
本
と
し
て
、
詞
章
を
つ
ら
ね
た
も
の
と
も
想
像
で
き
る
」
と
言
う
。
山
本
氏
は
「
残
宮
」
を
想
定
し
、
そ
の
期
間
は
一
年
だ
っ
た
ろ
う
と
言
い
、
積
宮
の
所
在
は
お
そ
ら
く
和
束
山
の
墓
所
と
同
所
だ
ろ
う
と
ま
で
推
測
し
て
い
る
。
「
殖
宮
」
の
推
定
に
特
に
論
拠
は
見
ら
れ
ず
、
舎
人
合
唱
台
本
説
も
単
に
人
麻
呂
の
長
歌
を
学
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
の
推
測
ら
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
5
）
　
神
堀
忍
氏
に
諸
説
の
整
理
が
あ
り
、
第
一
挽
歌
は
、
窪
田
・
北
山
・
山
本
・
青
木
諸
氏
の
説
を
ま
と
め
て
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
難
波
説
が
強
く
支
持
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
自
説
を
述
べ
て
い
る
。
第
二
挽
歌
は
、
そ
の
長
歌
を
「
現
地
に
立
っ
て
、
皇
子
の
追
憶
に
悲
し
み
を
新
た
に
す
る
」
作
だ
と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
の
反
歌
第
一
首
に
「
活
道
の
道
の
荒
廃
を
嘆
く
」
と
こ
ろ
か
ら
、
　
「
現
地
」
と
は
安
積
皇
子
の
ゆ
か
り
の
活
道
の
地
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
　
一
体
家
持
は
こ
の
荘
重
な
挽
歌
を
ど
こ
で
、
ど
ん
な
立
場
で
歌
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
挽
歌
は
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
だ
ろ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
か
。
安
積
皇
子
挽
歌
と
は
何
者
か
。
そ
し
て
こ
の
挽
歌
が
歌
人
家
持
に
何
を
も
た
ら
し
た
か
。
問
題
の
次
元
は
い
よ
い
よ
高
く
な
っ
て
私
11
の
手
に
届
か
な
く
な
る
。
私
は
私
な
り
に
次
元
の
低
い
問
題
を
追
っ
て
み
る
し
か
な
い
。
　
青
木
氏
は
こ
の
家
持
の
安
積
皇
子
挽
歌
は
「
宮
廷
挽
歌
と
い
え
る
も
の
に
属
す
る
」
と
言
い
、
そ
の
論
を
「
宮
廷
挽
歌
の
終
焉
」
と
題
さ
れ
た
。
私
は
家
持
の
安
積
皇
子
挽
歌
を
い
わ
ゆ
る
「
宮
廷
挽
歌
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
青
木
氏
が
「
…
と
い
え
る
も
の
」
と
書
い
た
の
も
そ
こ
だ
ろ
う
と
思
う
。
　
巻
二
に
収
め
ら
れ
た
人
麻
呂
の
い
わ
ゆ
る
「
宮
廷
挽
歌
」
お
よ
び
そ
れ
に
類
す
る
同
時
代
の
歌
人
の
「
宮
廷
挽
歌
」
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
日
並
皇
子
（
磧
宮
）
河
島
皇
子
明
日
香
皇
女
（
積
宮
）
高
市
皇
子
（
積
宮
）
弓
削
皇
子
柿
本
人
麻
呂
（
一
六
七
～
一
六
九
）
柿
本
人
麻
呂
（
一
九
四
、
一
九
五
）
柿
本
人
麻
呂
（
一
九
六
～
一
九
八
）
柿
本
人
麻
呂
（
一
九
九
～
二
〇
一
）
置
始
東
人
　
　
（
二
〇
四
、
二
〇
五
）
持
統
・
文
武
朝
以
来
の
皇
子
・
皇
女
の
莞
去
の
記
録
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
持
統
三
年
四
月
十
三
日
持
統
五
年
九
月
九
日
持
統
十
年
七
月
十
日
文
武
三
年
七
月
二
十
…
日
文
武
三
年
九
月
二
十
五
日
文
武
三
年
十
二
月
三
日
文
武
四
年
四
月
四
日
大
宝
元
年
十
二
月
二
十
七
日
慶
雲
二
年
五
月
八
日
和
銅
元
年
六
月
二
十
五
日
草
壁
皇
子
※
川
島
皇
子
※
高
市
皇
子
※
弓
削
皇
子
※
新
田
部
皇
女
大
江
皇
女
明
日
香
皇
女
※
大
伯
内
親
王
忍
壁
親
王
但
馬
内
親
王
12
和
銅
八
年
六
月
四
日
同
　
　
七
月
二
十
七
日
霊
亀
二
年
八
月
十
一
日
神
亀
五
年
三
月
五
日
神
亀
五
年
九
月
十
三
日
天
平
六
年
二
月
八
日
天
平
七
年
九
月
三
十
日
同
　
　
十
一
月
十
四
日
天
平
九
年
八
月
二
十
日
天
平
十
三
年
三
月
二
十
八
日
天
平
十
六
年
閏
正
月
十
三
日
長
親
王
穂
積
親
王
志
貴
親
王
田
形
内
親
王
基
親
王
泉
内
親
王
新
田
部
親
王
舎
人
親
王
水
主
内
親
王
長
谷
部
内
親
王
安
積
親
王
※
印
は
「
宮
廷
挽
歌
」
が
あ
る
。
　
人
麻
呂
ら
の
「
宮
廷
挽
歌
」
は
明
日
香
皇
女
の
も
の
を
除
け
ば
あ
と
は
全
部
皇
子
た
ち
で
、
そ
の
没
年
順
に
正
し
く
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
巻
二
で
は
高
市
皇
子
の
あ
と
に
但
馬
皇
女
の
も
の
が
挾
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
順
序
が
誤
っ
て
い
る
。
し
か
し
但
馬
皇
女
の
も
の
は
「
宮
廷
挽
歌
」
と
言
え
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
今
は
は
ず
し
て
お
き
た
い
。
明
日
香
皇
女
濱
宮
挽
歌
が
皇
女
の
も
の
と
し
て
珍
し
く
、
そ
こ
に
も
問
題
が
あ
る
が
、
今
は
考
え
及
ば
な
い
。
　
持
統
朝
か
ら
文
武
三
年
ま
で
は
皇
子
た
ち
の
莞
去
に
際
し
て
は
ど
な
た
に
も
公
的
挽
歌
が
献
呈
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
は
文
武
三
年
の
弓
削
皇
子
莞
去
の
時
を
最
後
に
終
っ
た
の
で
あ
る
。
大
宝
後
は
慶
雲
二
年
の
、
知
太
政
官
事
三
品
忍
壁
親
王
に
も
、
和
銅
八
年
の
、
弓
削
皇
子
の
兄
一
品
長
親
王
に
も
、
知
太
政
官
事
一
品
穂
積
親
王
に
も
、
挽
歌
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
志
貴
親
王
莞
去
の
時
に
笠
金
村
が
挽
歌
を
作
っ
た
が
、
こ
れ
は
知
ら
れ
る
通
り
人
麻
呂
時
代
の
「
宮
廷
挽
歌
」
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
宮
廷
儀
礼
歌
が
、
行
幸
従
駕
歌
も
皇
子
挽
歌
も
歌
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
　
行
幸
従
駕
の
宮
廷
讃
歌
は
聖
武
即
位
と
同
時
に
復
活
し
、
「
神
亀
万
葉
」
の
中
心
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
も
聖
武
の
皇
太
子
基
親
王
の
天
13
逝
と
共
に
消
え
て
し
ま
っ
た
．
そ
の
基
親
王
挽
歌
も
な
く
、
天
平
七
年
に
相
次
い
で
没
し
た
知
五
衛
及
授
刀
舎
人
事
一
品
新
田
部
親
王
に
も
知
太
政
官
事
一
品
舎
人
親
王
に
も
挽
歌
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
　
安
積
皇
子
に
聖
武
天
皇
の
命
に
よ
る
「
宮
廷
挽
歌
」
が
あ
ろ
う
は
ず
は
な
い
。
　
安
積
皇
子
が
莞
ず
る
六
年
も
前
、
天
平
十
年
正
月
十
三
日
に
、
藤
原
光
明
子
を
母
と
す
る
阿
倍
内
親
王
が
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
、
安
積
皇
子
が
皇
太
子
に
な
る
可
能
性
は
潰
え
去
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
天
平
十
五
年
五
月
五
日
に
は
、
こ
の
皇
太
子
阿
倍
内
親
王
に
天
武
以
来
伝
統
の
五
節
の
舞
を
天
皇
の
御
前
に
舞
わ
せ
、
い
わ
ば
日
継
の
御
子
た
る
こ
と
を
天
下
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
6
）
　
身
崎
氏
の
、
家
持
が
難
波
か
ら
「
特
定
の
使
命
を
帯
び
て
」
　
「
恭
仁
京
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
」
と
し
て
、
「
そ
の
使
命
こ
そ
、
安
積
皇
子
へ
の
挽
歌
の
奉
呈
で
あ
っ
た
」
と
す
る
考
え
や
、
「
皇
子
の
死
を
悼
む
重
要
な
挽
歌
の
制
作
の
機
会
が
若
き
家
持
に
与
え
ら
れ
た
」
な
ど
と
い
う
よ
う
な
場
は
あ
り
え
な
い
。
　
長
歌
の
冒
頭
の
「
か
け
ま
く
も
　
あ
や
に
恐
し
　
言
は
ま
く
も
　
ゆ
ゆ
し
き
か
も
」
の
讃
辞
は
、
窪
田
『
評
釈
』
に
「
最
上
級
の
も
の
で
、
一
皇
子
に
対
し
て
は
過
ぎ
る
も
の
」
と
言
っ
た
通
り
で
、
宮
廷
歌
の
伝
統
的
・
類
型
的
表
現
だ
か
ら
こ
れ
で
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
　
続
い
て
「
わ
が
大
君
　
皇
子
の
命
」
と
呼
び
か
け
る
こ
と
ば
も
、
青
木
生
子
氏
の
調
査
の
通
り
、
集
中
「
皇
子
の
命
」
は
皇
太
子
の
尊
称
で
、
「
一
皇
子
安
積
を
こ
の
よ
う
に
最
大
級
に
呼
ん
だ
」
の
は
や
は
り
正
常
で
は
な
く
、
「
公
的
」
に
は
認
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
　
更
に
、
そ
の
「
皇
子
の
命
」
が
「
万
代
に
　
め
し
た
ま
は
ま
し
　
大
日
本
　
久
魎
の
都
は
」
と
は
、
草
壁
皇
子
の
宮
の
舎
人
ら
の
働
傷
作
歌
二
十
三
首
の
巻
頭
歌
の
、
　
　
高
光
る
わ
が
日
の
皇
子
の
万
代
に
国
知
ら
さ
ま
し
島
の
宮
は
も
（
巻
二
・
一
七
一
）
と
同
趣
で
あ
る
が
、
草
壁
皇
子
は
「
日
並
皇
子
尊
」
で
あ
っ
て
、
天
下
万
民
か
ら
即
位
が
待
た
れ
て
い
た
と
い
う
点
が
、
安
積
皇
子
と
大
き
く
違
う
と
こ
ろ
で
、
安
積
皇
子
に
は
久
魎
の
都
で
天
下
を
統
治
す
る
可
能
性
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
『
私
注
』
の
「
皇
子
は
皇
太
子
で
は
な
い
が
、
儀
礼
的
な
挽
歌
で
あ
る
か
ら
こ
の
句
が
あ
る
の
で
あ
ら
う
」
と
言
っ
て
済
ま
し
て
し
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
Q
　
第
一
長
歌
二
十
九
句
中
の
冒
頭
十
句
が
余
り
に
過
ぎ
た
る
讃
辞
で
あ
る
こ
と
、
皇
位
継
承
と
い
う
重
大
極
ま
り
な
い
事
柄
に
つ
い
て
の
14
事
実
の
相
違
が
あ
る
こ
と
、
「
宮
廷
挽
歌
」
の
伝
統
は
現
実
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
、
こ
れ
ら
が
こ
の
挽
歌
が
「
公
的
」
な
作
品
で
は
な
い
こ
と
の
証
拠
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
安
積
皇
子
挽
歌
は
家
持
の
独
白
の
ご
と
き
叫
び
で
は
な
い
か
。
消
え
て
し
ま
っ
た
夢
へ
の
悲
痛
な
叫
び
で
は
な
い
か
。
第
一
長
歌
に
も
第
二
長
歌
に
も
、
家
持
の
夢
が
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
四
　
越
中
時
代
の
詠
作
を
め
ぐ
っ
て
　
家
持
の
越
中
時
代
は
、
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
八
月
始
め
か
ら
天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）
八
月
五
日
ま
で
、
満
五
年
で
あ
っ
た
。
万
葉
集
に
家
持
自
身
の
歌
の
記
録
は
、
巻
十
七
の
三
九
四
三
、
天
平
十
八
年
八
月
七
日
夜
に
国
守
館
に
集
ま
っ
て
新
国
守
着
任
歓
迎
の
宴
が
開
か
れ
た
、
そ
の
宴
席
で
の
歌
に
始
ま
り
、
巻
十
九
の
四
二
五
一
、
天
平
勝
宝
三
年
八
月
五
日
平
旦
都
へ
上
る
途
に
つ
き
、
次
官
以
下
国
司
た
ち
が
見
送
り
に
同
行
し
、
射
水
郡
の
大
領
安
努
君
広
嶋
の
邸
の
門
前
の
林
の
中
に
用
意
さ
れ
た
銭
別
の
宴
で
の
一
首
に
終
わ
る
。
家
持
の
歌
は
更
に
上
京
の
道
中
で
の
作
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
家
持
の
歌
が
二
二
三
首
、
周
囲
の
人
々
の
歌
が
一
〇
五
首
を
数
え
る
。
こ
れ
を
年
別
・
月
別
に
整
理
し
て
み
よ
う
。
表
の
算
用
数
字
が
歌
数
で
、
括
弧
内
は
そ
の
中
の
長
歌
の
数
、
上
段
の
数
字
は
家
持
自
身
の
歌
数
、
下
段
の
数
字
は
家
持
以
外
の
人
々
の
収
録
歌
数
で
あ
る
。
天
平
十
八
年
九八
月月
6
3
（
1
）
8
15
十
一
月
　
2
天
平
十
九
年
五四三二
月月月月
　13165
　　A　　331）））
573
天
平
二
十
年
天
平
二
十
一
年
（
天
平
感
宝
元
年
）
　
　
　
　
　
　
閏
五
月
　
　
　
　
　
　
　
六
月
　
　
　
　
　
　
　
七
月 謂青階青請1背
33112537　 210114　
5
　　A　1135
））））
T
）
－
※
24123
　※
16
（
天
平
勝
宝
元
年
）
十
一
月
　
　
　
　
　
　
十
二
月
天
平
勝
宝
二
年
　
正
月
　
　
　
　
　
　
　
二
月
　
　
　
　
　
　
　
三
月
　
　
　
　
　
　
　
四
月
　
　
　
　
　
　
　
五
月
82638122
　　　276
）））
248
六
月
　
1
2
※
十九
月月
11
11
　
　
　
　
　
　
十
二
月
天
平
勝
宝
三
年
　
正
月
　
　
　
　
　
　
　
二
月
131
26
四
月
　
1
8
八
月
　
8
（
1
）
－
※
　
※
印
は
作
歌
月
日
、
記
録
月
日
を
確
定
で
き
な
い
も
の
。
17
　
天
平
二
十
年
（
七
四
八
）
二
月
の
家
持
歌
十
一
首
は
集
中
に
作
歌
月
日
の
記
載
は
な
い
が
、
配
列
の
そ
の
前
が
正
月
二
十
九
日
作
で
あ
り
、
こ
の
十
一
首
で
巻
十
七
は
終
っ
て
、
巻
十
八
は
三
月
二
十
三
日
田
辺
福
麻
呂
の
来
越
歓
迎
会
と
も
言
う
べ
き
宴
に
始
ま
る
と
こ
ろ
か
ら
、
十
一
首
全
部
を
二
月
作
と
推
定
し
て
い
い
だ
ろ
う
。
　
天
平
二
十
一
年
三
月
の
家
持
歌
七
首
の
中
に
、
「
詠
二
庭
中
牛
麦
花
一
歌
一
首
」
（
巻
十
八
．
四
〇
七
〇
）
に
始
ま
る
先
の
国
師
の
従
僧
清
見
の
上
京
を
餓
す
る
宴
の
日
の
歌
、
合
計
三
首
（
四
〇
七
〇
～
四
〇
七
二
）
を
数
え
て
い
る
が
、
こ
の
三
首
は
作
歌
年
月
が
つ
ま
び
ら
か
で
な
い
。　
こ
の
三
首
の
前
に
配
列
さ
れ
て
い
る
歌
は
「
四
月
一
日
、
操
久
米
朝
臣
広
縄
之
館
宴
歌
四
首
」
で
、
久
米
広
縄
は
天
平
二
十
年
中
に
朝
集
役
と
し
て
上
京
し
、
翌
二
十
一
年
閏
五
月
二
十
七
日
に
帰
任
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
四
月
一
日
は
天
平
二
十
年
で
あ
る
。
　
ま
た
、
先
の
僧
清
見
餓
宴
三
首
に
続
い
て
は
、
三
月
十
五
日
、
十
六
日
の
大
伴
池
主
と
家
持
と
の
贈
答
が
記
さ
れ
て
い
る
（
四
〇
七
三
～
四
〇
七
九
）
。
こ
れ
ら
は
天
平
二
十
一
年
と
す
る
説
に
従
い
た
い
。
巻
十
七
、
十
八
と
も
に
、
天
平
十
八
年
・
十
九
年
・
二
十
年
の
年
の
変
り
目
に
は
そ
の
新
し
い
年
号
・
年
次
の
記
載
が
あ
る
の
に
、
こ
こ
は
た
だ
コ
ニ
月
十
五
日
」
「
三
月
十
六
日
」
と
あ
る
。
天
平
二
十
一
年
正
月
・
二
月
の
記
録
が
二
十
年
四
月
以
降
の
部
分
と
共
に
脱
落
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
天
平
二
十
年
以
降
、
越
中
時
代
に
正
月
．
二
月
の
歌
の
記
載
の
な
い
の
は
、
こ
の
二
十
一
年
の
み
で
あ
る
。
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
本
解
説
に
言
う
ご
と
く
、
巻
十
八
に
大
き
な
欠
落
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
僧
清
見
餓
宴
の
日
の
歌
三
首
の
第
二
首
は
、
　
　
し
な
ざ
か
る
越
の
君
ら
と
か
く
し
こ
そ
柳
か
づ
ら
き
楽
し
く
遊
ば
め
（
四
〇
七
一
）
と
あ
る
。
柳
を
「
か
づ
ら
」
に
す
る
歌
は
集
中
七
首
あ
る
が
、
そ
の
季
節
は
そ
の
歌
わ
れ
た
地
方
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
あ
　
　
　
へ
　
大
宰
府
に
お
け
る
帥
大
伴
旅
人
邸
の
梅
花
の
宴
の
歌
の
中
に
青
柳
を
「
か
づ
ら
」
に
す
る
歌
と
、
梅
と
柳
を
折
り
か
ざ
す
歌
が
合
わ
せ
て
四
首
あ
る
。
　
　
梅
の
花
咲
き
た
る
園
の
青
柳
は
か
づ
ら
に
す
べ
く
な
り
に
け
ら
ず
や
（
巻
五
．
八
一
七
）
　
　
青
柳
梅
と
の
花
を
折
り
か
ざ
し
飲
み
て
の
の
ち
は
散
り
ぬ
と
も
よ
し
（
同
．
八
二
一
）
　
　
梅
の
花
咲
き
た
る
園
の
青
柳
を
か
づ
ら
に
し
つ
つ
遊
び
暮
ら
さ
な
（
同
．
八
二
五
）
　
　
春
柳
か
づ
ら
に
折
り
し
梅
の
花
誰
か
浮
か
べ
し
酒
盃
の
上
に
（
同
．
八
四
〇
）
右
は
正
月
十
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
巻
十
に
、
　
　
大
夫
の
伏
し
居
嘆
き
て
作
り
た
る
枝
垂
り
柳
の
か
づ
ら
せ
吾
妹
（
一
九
二
四
）
と
あ
り
、
こ
れ
は
春
の
相
聞
の
部
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
　
天
平
勝
宝
三
年
二
月
二
日
に
越
中
の
家
持
の
館
で
宴
し
た
時
、
　
　
君
が
行
も
し
久
に
あ
ら
ば
梅
柳
誰
と
と
も
に
か
わ
が
か
づ
ら
か
む
（
巻
十
九
．
四
二
一
二
八
）
の
歌
が
あ
り
、
そ
の
左
注
に
「
但
し
越
中
の
風
土
に
し
て
は
梅
花
柳
累
は
三
月
に
初
め
て
咲
く
の
み
な
り
」
と
あ
る
。
越
中
で
は
筑
紫
よ
り
遅
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
柳
の
「
か
づ
ら
」
は
越
中
で
も
三
月
、
春
で
あ
っ
た
。
一18一
　
僧
清
見
餓
宴
の
日
の
、
柳
を
「
か
づ
ら
」
に
す
る
歌
四
〇
七
↓
は
四
月
以
後
の
歌
で
は
な
い
。
こ
の
僧
清
見
餓
別
の
宴
は
天
平
二
十
一
年
三
月
の
上
旬
と
考
え
た
い
。
　
そ
の
宴
の
第
一
首
四
〇
七
〇
の
題
詞
「
詠
二
庭
中
牛
麦
花
一
歌
」
の
「
牛
麦
花
」
は
、
「
花
」
字
を
含
め
て
「
な
で
し
こ
」
と
訓
む
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
歌
は
、
　
　
ひ
と
も
と
　
　
一
本
の
な
で
し
こ
植
ゑ
し
そ
の
心
誰
に
見
せ
む
と
思
ひ
そ
め
け
む
（
巻
十
八
．
四
〇
七
〇
）
　
な
で
し
こ
の
「
花
」
は
目
前
に
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
「
花
」
が
見
ら
れ
る
頃
に
は
僧
清
見
が
こ
こ
越
中
に
居
な
い
こ
と
を
嘆
く
こ
と
に
よ
っ
て
別
れ
を
惜
し
む
心
を
歌
っ
た
の
で
あ
る
。
「
庭
中
」
に
見
え
る
の
は
、
ま
だ
花
を
つ
け
る
に
は
遠
い
、
春
の
「
な
で
し
こ
」
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
　
家
持
の
越
中
時
代
の
歌
は
、
家
持
の
歌
日
誌
と
さ
え
言
わ
れ
る
巻
十
七
．
十
八
・
十
九
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
売
が
、
こ
れ
が
家
持
の
越
中
時
代
の
詠
作
の
す
べ
て
そ
の
ま
ま
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
記
録
も
れ
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
先
に
記
し
た
よ
う
に
家
持
自
身
の
歌
で
作
歌
月
日
の
記
載
の
な
い
も
の
が
少
な
く
な
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
完
壁
な
歌
日
誌
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
意
識
的
に
削
っ
た
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
巻
十
八
巻
頭
近
く
に
「
前
件
十
首
歌
者
廿
四
日
宴
作
之
」
と
注
し
な
が
ら
、
歌
は
四
〇
三
六
か
ら
四
〇
四
三
ま
で
家
持
歌
一
，
一
首
を
含
め
て
八
首
し
か
記
さ
れ
て
な
く
、
同
じ
く
続
い
て
「
前
件
十
五
首
歌
者
廿
五
日
作
之
」
と
注
し
な
が
ら
、
歌
は
四
〇
四
六
か
ら
四
〇
五
一
ま
で
家
持
歌
二
首
を
含
め
て
六
首
（
そ
の
前
の
同
日
作
の
道
中
馬
上
ロ
号
二
首
を
含
め
て
も
八
首
）
し
か
な
い
。
ま
た
家
持
の
、
姑
坂
上
郎
女
に
報
え
る
歌
に
「
所
心
三
首
」
と
題
し
な
が
ら
四
〇
八
二
・
四
〇
八
三
の
二
首
し
か
な
く
、
次
の
四
〇
　
　
　
　
へ
八
四
は
「
別
所
心
一
首
」
と
あ
つ
て
、
こ
れ
は
先
の
「
所
心
三
首
」
と
は
別
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
家
持
の
作
品
の
脱
落
が
あ
る
。
こ
れ
は
巻
十
八
に
収
録
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
天
平
二
十
年
四
月
以
降
二
十
一
年
二
月
ま
で
の
十
か
月
間
の
空
白
と
と
も
に
、
巻
十
八
自
身
の
欠
落
に
よ
る
も
の
に
違
い
な
い
。
　
こ
の
よ
う
に
脱
漏
や
欠
落
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
先
の
よ
う
な
統
計
的
な
表
を
作
る
こ
と
は
、
数
字
が
確
か
な
も
の
に
見
え
る
だ
け
に
世
を
ま
ど
わ
す
罪
作
り
を
し
か
ね
な
い
の
だ
が
、
私
達
は
や
は
り
残
さ
れ
て
あ
る
も
の
を
も
と
に
物
を
言
う
以
外
に
な
い
。
た
だ
い
つ
も
、
そ
れ
が
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
月
別
表
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
月
ご
と
に
ま
と
め
る
た
め
に
、
月
が
変
る
と
歌
の
相
ま
で
き
っ
ぱ
り
と
変
る
が
ご
と
き
取
り
扱
い
を
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
前
の
月
か
ら
次
の
月
へ
続
く
一19一
一
連
の
作
品
も
多
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
　
家
持
の
越
中
時
代
の
歌
が
ど
の
よ
う
に
歌
わ
れ
た
か
、
私
達
は
や
は
り
前
掲
の
表
に
依
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
表
は
、
す
で
に
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
年
に
よ
り
、
季
節
に
よ
り
、
月
に
よ
っ
て
家
持
の
詠
作
に
は
げ
し
い
片
寄
り
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
片
寄
り
は
何
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
も
の
か
。
越
中
に
お
い
て
、
家
持
は
い
か
な
る
時
に
多
く
の
歌
を
作
う
て
お
り
、
い
か
な
る
時
に
歌
が
乏
し
い
か
、
あ
る
い
は
全
く
無
い
か
。
そ
の
原
因
は
何
か
。
越
中
に
お
い
て
家
持
に
歌
を
作
ら
せ
た
も
の
は
何
か
。
そ
れ
が
こ
れ
か
ら
論
ず
べ
き
問
題
で
あ
る
。
　
問
題
は
お
そ
ら
く
無
限
に
あ
り
、
私
が
手
懸
け
て
い
る
テ
ー
マ
で
も
な
お
幾
つ
も
残
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
無
計
画
に
書
き
始
め
た
た
め
に
も
う
述
べ
る
余
裕
が
な
い
。
特
に
家
持
使
用
句
頻
度
調
査
に
基
づ
く
類
句
考
、
家
持
と
万
葉
集
編
纂
の
問
題
な
ど
は
、
家
持
へ
の
視
点
と
し
て
欠
か
せ
ぬ
も
の
で
は
あ
る
が
、
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
注
1
　
五
味
智
英
「
家
持
論
の
展
望
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
和
二
七
年
一
〇
月
号
）
　
2
　
拙
稿
「
大
伴
坂
上
大
嬢
と
家
持
」
（
『
五
味
智
英
先
生
古
稀
記
念
上
代
文
学
論
叢
』
所
収
、
昭
和
五
三
年
＝
月
）
　
3
　
中
西
進
「
原
万
葉
－
巻
一
の
追
補
1
」
（
「
美
夫
君
志
」
七
、
昭
和
三
九
年
六
月
）
、
「
感
愛
の
誕
生
－
万
葉
集
巻
二
の
形
成
1
」
（
「
国
語
国
文
」
　
　
昭
和
四
一
年
四
月
号
）
、
「
古
代
宮
廷
歌
の
終
焉
－
万
葉
集
巻
三
の
形
成
1
」
（
「
成
城
学
園
五
十
周
年
記
念
論
文
集
」
昭
和
四
二
年
五
月
）
、
「
晴
　
　
へ
の
願
い
－
万
葉
集
巻
四
の
形
成
1
」
（
「
成
城
文
芸
」
四
五
号
、
昭
和
四
二
年
一
月
）
、
「
万
葉
集
巻
六
の
形
成
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
和
四
　
　
〇
年
六
月
）
、
「
新
万
葉
集
の
出
発
ー
万
葉
集
巻
八
の
形
成
1
」
（
「
国
語
国
文
」
昭
和
四
二
年
五
月
）
、
「
愚
の
世
界
－
万
葉
集
巻
十
六
の
形
成
1
」
　
　
（
「
国
語
国
文
」
昭
和
四
二
年
五
月
）
な
ど
。
そ
の
法
則
は
「
万
葉
集
の
編
纂
原
理
」
（
「
成
城
国
文
学
論
集
」
五
号
、
昭
和
四
七
年
四
月
）
に
ま
　
　
と
め
ら
れ
て
い
る
。
　
4
　
伊
藤
博
『
万
葉
集
の
構
造
と
成
立
上
』
一
八
八
頁
。
　
5
　
中
西
進
「
晴
へ
の
願
い
ー
万
葉
集
巻
四
の
形
成
ー
」
（
「
成
城
文
芸
」
四
五
号
、
昭
和
四
二
年
一
月
）
　
6
　
拙
稿
「
万
葉
集
巻
八
と
巻
三
・
四
・
六
i
そ
の
共
通
作
者
と
重
出
歌
1
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
和
四
四
年
一
〇
月
号
）
　
7
　
渡
瀬
昌
忠
「
人
麻
呂
歌
集
非
略
体
歌
に
お
け
る
季
節
分
類
ー
万
葉
集
巻
八
へ
の
投
影
1
」
（
「
万
葉
」
六
七
号
、
昭
和
四
三
年
五
月
）
　
8
　
青
木
生
子
「
亡
妻
挽
歌
の
系
譜
」
（
「
言
語
と
文
芸
」
七
四
号
、
昭
和
四
六
年
一
月
）
、
伊
藤
博
『
万
葉
集
の
歌
入
と
作
品
下
』
二
五
五
頁
。
　
9
　
青
木
生
子
「
大
伴
家
持
の
安
積
皇
子
挽
歌
」
（
「
日
本
女
子
大
学
紀
要
文
学
部
」
二
四
号
、
昭
和
五
〇
年
三
月
）
一20一
16　15　14　13　12　11　10
青
木
生
子
「
宮
廷
挽
歌
の
終
焉
－
大
伴
家
持
と
安
積
皇
子
挽
歌
1
」
（
「
文
学
」
昭
和
五
〇
年
四
月
号
）
身
崎
寿
「
安
積
皇
子
挽
歌
試
論
」
（
「
万
葉
」
九
〇
号
、
昭
和
五
〇
年
＝
一
月
）
注
1
0
に
同
じ
。
北
山
茂
夫
『
大
伴
家
持
』
（
昭
和
四
六
年
九
月
）
四
七
六
頁
か
ら
。
山
本
健
吉
『
大
伴
家
持
』
（
昭
和
四
六
年
七
月
）
　
一
三
一
頁
か
ら
。
神
堀
忍
「
安
積
皇
子
挽
歌
」
（
『
万
葉
集
を
学
ぶ
』
第
三
集
、
昭
和
五
三
年
三
月
）
注
1
1
に
同
じ
。
〔
付
記
〕
小
稿
は
近
刊
予
定
の
拙
著
『
大
伴
家
持
研
究
』
（
笠
間
書
院
刊
）
　
に
収
め
る
べ
き
、
付
録
の
一
編
と
し
て
書
き
始
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
収
載
す
る
に
至
ら
ず
、
本
誌
に
載
せ
た
。
問
題
点
を
示
す
だ
け
に
終
っ
て
い
る
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。
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